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むらの家計簿
平成９年度決算
普　通　会　計 28億5,161万円の使いみち

平
成
九
年
度

決
算
報
告

平
成
九
年
度
決
算
は
、
九
月

定
例
村
議
会
に
提
出
さ
れ
、
九

月
十
四
日
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

普
通
会
計
（
一
般
会
計
と
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
）

に
お
い
て
前
年
度
決
算
と
比
較

を
す

る
と
、
歳
入
で
七
・
〇
％

増
、
歳
出
で
六
・
四
％
増
と
な
っ

て
い
ま
す

。

こ
れ
は
、
歳
入
に
お
い
て

は

村
の
一
般
財
源
で
あ
る
村
税
、

特
定
財
源
の
国
庫
支
出
金
及
び

村
債
が
増
と
な
っ
た
も
の
で
あ

り
、
歳
出
で
は
物
件
費
及
び
老

人
福
祉
等
の
扶
助
費
の
増
に
よ

る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
村
税
や
地

方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
な

ど
が
、
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど

の
よ
う
な
形
で
支
出
さ
れ
て
い

る
か
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

※
自
治
省
調
査
資
料
に
基
づ
き

作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
際

の
予
算
科
目
と
は
相
違
し
て
い

ま
す
・

村民ひとり当たり

▼納めた村税は, 56,564円

（○固定資産税24,  932円　○村民税20,  986円）

▼使われた村のお金は, 763,894円

（○総務費125,  672円　○教育費155,098 円

○農林水産業費95, 559円　○土木費103,993 円

）

※項目は主なもの

人口3, 733人で算出（平成10年3月31日現存）

むらの家計簿 2

〔単位 ：千 円〕

歳入の内訳

歳出の内訳

地方譲与税　　　　　　　41,676

自動車取得税交付金　　　22,374

地方消費税交付金　　　　6.  530
利子割交付金　　　　　　2.  267

交通安全対策特別交付金　1.688

使用料及び手数料　61, 120

諸収入　　　　　　29,  76･|
繰越金　　　　　　23,  504

財産収入　　　　　13,  907
分担金及び負担金　7,5･17

寄付金　　　　　　2,  507

その他
4.8％繰入金

212, 853

7.3％

地 方 税

211.  153

7. 2%

歳　 入

29億1,422万9千円
村債

390,  900

13.4%

その他2. 6%,

／　 自主財源

562, 355

依 存財 源

2, 351, 874

80.7 ％

地方交付税　

県支出金

189,601

6.5%

国庫支出金

242, 497

8. 3%

繰出金　　　　　62,  336　2. 2%

維持補修費　　　38,  115　1.3%

投 資出資貸付金　2,  559　0. 1%

積立金
242, 800

8. 5%　.

補助費等

277,5

04

´ その他

962.311  .

人件費

、756391
義務的経費

1, 129, 613

歳　出

28億5,161万8千円
物 件費

338, 997

11. 9%
’公 債 費

240, 927

8. 5%  ,

扶助費

132,295　4.7 ％

投 資 的経 費

759.  694

26. 6%

普通建設事業費

754, 267

26.4%

災害復旧事業費

5,427

0. 2%



特別会計決算

簡易水道事業 国民健康保険

老 人 保 健

主にこのように使いました

〔単位 ：千 円〕

議会費
〔72, 217〕

2.5 ％

り 義員報酬皿62 い 議員活 動費5,  283

総務費
〔469, 134〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16.  o%

・積立金（財調・減 債) 69,900

・交通安全対策3, 191 ・広報費3,4 囗

・ふるさと総合センター 建設費40,782

民生費
〔353, 242〕

四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12. 二1％

・ホームヘルプ事業委託 金23, 606

・デ ィサービス事業26, 460

・老人保健特別会計繰出 金13, 699

・施設入所措置費100,468 ・ 保育所 費77, 701

衛生費
〔280, 751〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9.8 ％

・ふれあいセンター費43, 193

・地区環境整備組合負担 金59,776

・簡水特別会計繰出 金32, 891

労働費
〔662〕

0.0 ％

・県 労働者信用基 金出 損金川9

農林水産業費
〔356, 722〕

四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12.5 ％

・坂元地区団体営農道45,450 ・ 中沢長科担い手育成 事業

30,265 ・ 農免農道整 備事業18, 019 ･郷沢地区ため池 整備

2, 832 ・ 郷沢 地区一般 農道整備1 1, 406 ･地 域調整推進 事

業51, 182 ・ 漁港改修事業18,000

商工費
〔15, 114〕

0.5 ％

・商工会補助900 ・ 観光協会補助3, 500

土木費
〔388, 205〕

-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13.  6%

・交通安全施設整 備20,935 ・ 玉松園カントリ ーパーク

95,409 ・ 高根地区 流雪 溝設置28,850 ・ 広 瀬高根橋りよう

架替79, 532 ・ 中沢 川改修39,000

・除雪機械 購入25, 620

消防費
〔90, 235〕

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.  2%

・防火 水槽設 置9,267 ・ サイレ ン設置工事1, 057

・広域消防負 担金57, 396

教育費
〔578, 982〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20.  3%

リ｣ 学ヽ校費71,000 ・ 中学校費241, 918

・幼稚園 費25, 710 ・ 学校給 食費52, 736

災害復旧費
〔5, 427〕

0. 2%

・農地等災害 復旧505 ・ 河 川災 害復旧4, 922

公債費
〔240, 927〕

圃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8. 5 ％

・元 金159,  206 ･ 利子81, 721

むらの家計簿3

医療受 給 者

に支 払っ た

医　 療　 費

平 成10 年

３月31日現在

一 人 当 た り 601, 945円
加　 入　 者

623 人

加 入者 から

い ただ いた

国　 保　 税

加 入 者 へ

支 払 っ た

医　 療　 費

平 成 １０年

3月31日現在

一世帯当たり 189,519円 313,360円
加 入 世 帯

628世 帯

一人当たり 73,152円 120,9邱円
加　 人　 者

1, 627人

国庫支出金

126.677千円

39. 2%
国 民 健 康　　 ＼

保 険 税

＼ 119. 018 千 円
歳　入

322, 737千円

288.912千円

歳　出

そ の他

77, 042千円

その他-
12,063千円

老人保健拠出齧

＼ 80,059千円 ／
保険給 付費

196, 790千円

国庫支出 金

146,380千円

村 債

220,  900千 円

歳 入

400, 171千円

400, 029千円
歳　 出

普通建設費

381, 352千円

人件費　

18,297千円18､297千円

補助費等

380千円

繰入 金

32, 891千円

支払基 金交付 金

261, 283千円

歳　 入

376, 467千円

375, 947千円

歳 出

医療諸費

375. 012千円

そ の他

935千円

その他-

13, 701千円

国庫支出金

79, 655千円

県支出 金

21. 828千 円



鉄人たちの熱き闘い

第7デュアスロンinよもぎた

九
月
十
三
日
、
猖
青
森
米
Ｃ

Ｕ
Ｐ
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
I
N
よ
も
ぎ

た
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
七
回
目
を
迎
え
た
大

会
に
は
、
愛
知
県
や
埼
玉
県
な

ど
県
内
外
か
ら
百
七
十
人

（
村

出
場
五
人
）

の
選
手
が
参
加
し

ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
に
先
立
ち
、
総
合

運
動
場
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
坂
本
祐
一
大
会
実
行
委
員

長

が
「
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
の
村
へ

よ
う
こ
そ
。
日
ご
ろ
鍛
え
た
実

力
を
十
分
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

競
技

を
通
し
て
お
互
い
の
親
睦

と
友
情
の
輪
を
広
げ
、
実
の
あ

る
大
会
に
し
て

く
だ

さ
い
・
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
古
川
正
隆
村

長
が
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま

し
た
。

続
い
て

、
選
手
を
代
表
し
て

張
間
裕
介
選
手
（
十
四
歳
・
長

科
）

が
「
ア
ス
リ
ー
ト
精
神
に

の
っ
と
り

、
全
力
で
完
走
す

る

こ

と
を
誓
い
ま
す

。」

と
宣
誓

を
行
い
ま
し

た
。

午
前
十

｝
時

、
さ
わ
や
か
な

秋
風
を
受
け
な

が
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
選
手
た
ち
は
、
マ
ラ
ソ
ン

五
キ
囗
、
自
転
車
三
〇
キ
囗
、

さ
ら
に
マ
ラ
ソ
ン
五
キ
囗
の
コ
ー

ス
で
健
脚

を
竸
い
ま
し

た
。

コ
ー
ス
で
選
手
誘
導
、
給
水

な
ど
を
し
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で

し

た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

1
5位
　
中
村
　
大
八
（
蓬
　
田
）

１
時
間
3
1分
2
6秒

1
2
5
位
　
木
村
　
長
一
（
瀬
辺
地
）

１
時
間
5
9分
2
9秒

1
2
6
位
　
張
間
　
裕
介
（
長

科
）

１
時
間
5
9分
5
9秒

1
4
7
位
　
坂
本
　
忠
則

平

沢
）

２
時
間
８
分
2
5秒

1
5
0
位
　
張
間
　

晶
（
長

科
）

２
時
間
1
0分
2
6秒

弟７回デュアスロン大会 4

●
村
出
場
選
手

▼
総
合
の
部

１
位
　

蛯
沢
　

大
輔
（
東
北
町
）

１
時
間
2
3分
1
4秒

２
位
　

大
島
　
　

譲
（
大
鰐
町
）

１
時
間
2
5分
１
秒

３
位
　

浅
水
希
太
留
（
大
鰐
町
）

１
時
間
2
6分
1
2秒

▼
女
性
の
部

１
位
　

慶
長
　

文
子
（
八
戸
市
）

１
時
間
4
5
分
Ｈ
秒

２
位
　

竹
ヶ
原
し
げ
子
午

和
田
也

１
時
間
4
6分
９
秒

３
位
　

安
田
　

郁
（
青
森
市
）

１
時
間
4
8分
1
4秒

▼
男
性
（
4
5歳
以
上
）
の
部

１
位
　

瓜
生
　

英
秋
（
千
葉
県
）

１
時
間
3
2分
4
9秒

２
位
　

瀬
川
　

光
英
（
岩
手
県
）

１
時
間
3
3
分
4
2秒

３
位
　

小
野
勝
一
郎
（
尾
上
町
）

１
時
間
3
7
分
5
5秒



左から工藤さん、吉崎さん、古川さん、福浦さん、小野さん

青森県の若者が集う

｢緑の船｣体験談
－ ９月7 ～10 日開催 －

緑の船体験談5

修
の
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

お
　の
　ゆ
　き
　こ

小
野
由
紀
子
（
郷
沢
）

●
今
回
参
加
し
た

「
緑
の
船
」

は
、
洋
上
・
陸
上
研
修
と
い
っ

て

も
そ
ん
な
に
堅
苦
し
い
こ
と

は
あ
ま
り
な
く
、
お
り
と
楽
し

み
な

が
ら
と
て
も
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
せ
る
研
修
内
容
で
し
た
。

県
内

の
市
町
村
の
人
だ
ち
と

も
交
流
し

、
宿
泊
場
所
も
満
足

で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
旅
は
な
か
な
か

出
来
な
い
の
で

、
参
加
で
き
て

と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

よ
し
ざ
き
　
　ゅう
だ
い

吉
崎
　

雄
大
（
蓬
田
）

だ
知
ら
な
い
人
同
士
と
い
う
こ

と
で
あ
ま
り
会
話
出
来
ま
せ
ん

で
し
た

が
、
次
第
に
話
の
合
う

人
だ
ち
と
盛
り
上
が
り
楽
し
か
っ

た
で
す
。
船
内
の
ラ
ウ
ン
ジ
や

デ
ッ
キ
で
時
間
ご
と
に
あ
る
イ

ベ
ン
ト
も
楽
し
く
、
時
間

が
経

つ
の
も
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ

ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
研
修
で

も
初
め

て
来
た
横
浜
市
内
に
は
感
激
し

ま
し
た
。

「
緑
の
船
」
に
参
加
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
機

会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
て
み
た

い
で
す
。
船
は
多
少
揺
れ
ま
し

た
が
・
…

く
ど
ぅ
　
　
　あきら

工
藤
　
　

晃
（
蓬
田
）

●
三
泊
四
日
の
日
程
で
「
緑
の

船
」
に
乗
船
し
、
洋
上
と
陸
上

で
の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

と
い
う
も
の
の
、
私
は
一
番

心
配
し
て
い
た
船
酔
い
に
襲
わ

れ
て
し
ま
い

、
洋
上
で
の
研
修

に
は
ば
と
ん
ど
参
加
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

陸
に
上
か
っ
て
か
ら
も
な
ん

だ
か
揺
れ
て
い
る
よ
う
で
、
ず
っ

と
具
合

が
悪
い
ま
ま
の
研
修
で

し
た
。

や
は
り
大
き
く
て
も
揺
れ
る

と
い
う
こ
と
を
体
験
し

、
こ
れ

が
「
緑
の
船
」
で
の
一
番
の
研

聞
い
た
り
と
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
で
す

。‘

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
青
森
県

が
発
展
す
る
よ
う
、
こ
う
い
っ

た
交
流
を
大
切
に
し
た
い
と
思

い
ま
す

。
来
年
も
あ
る
そ
う
な

の
で
、
若
い
大
た
ち
は
参
加
し

て
み
た
ら
ど
う
で
し
よ
う
か
。

き
っ
と
い
ろ
ん
な
面
で
視
野

が

広
が
る
と
思
い
ま
す

。

ふ
く
う
ら
　
じゅ
ん
こ

福
浦
　

純
子

（
広
瀬
）

●

「
緑
の
船
」
に
参
加
す
る
に

あ
た
り
、
県
内
か
ら
集
ま
る
三

百
人
の
大
だ
ち
と
交
流
で

き
る

と
い
う
期
待
と

、
県
主
催
で
の

「
緑
の
船
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト

自
体
ど
ん
な
も
の
な
の
だ

ろ
う

か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
す

が
に
乗
船
直
後
は
、
ま

●

「
緑
の
船
」
で
の
四
日
間
は
、

団
長
で
あ
る
知
事
の
講
話
か
ら

始

ま
り
、
後
の
日
程
す

べ
て

が

県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
参
加

者
だ
ち
と
の
交
流
で
し
た
。

乗

船
し

た

船

は
豪

華
客

船

「
ふ
じ
丸
」
で
し
た
。
太
平
洋

は
波
が
荒
く
、
私
は
船
酔
い
し

ま
せ
ん
で
し

た
が
、
多
く
の
人

が
船
酔
い
し

、
つ
ら
い
旅
だ
っ

た
と
思
い
ま
す

。

私
は
こ
の
四
日
間
で
、
参
加

者
み
ん
な
と
認
識
を
深
め
、
新

し
い
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
が
出

来
ま
し

た
。

こ
の
経
験
を
村
で
の
活
動
に

役
立
て
、
二
十
一
世
紀
を
築
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
が
わ
　
　よう
す
け

古
川
　

洋
介

（
長
科
）

●
慣
れ
な
い
船
の
旅
は

、
思
っ

た
よ
り
も
大
変
で
し

た
。
船
の

中
で
い
ろ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
や
交

流
会

が
あ
っ
だ
の
で
す

が
、
船

酔
い
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
参
加

す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
講
話
な
ど
た
め
に
な
る
こ

と
ば
か
り
だ
っ
た
そ
う
で
、
本

当
に
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

船
か
ら
下

り
着
い
た
の

が
横

浜
。
こ
こ
で
は
自
由
行
動
で
い

ろ
ん
な
所
へ
行
き
ま
し
た
。
こ

の
夜
は
最
後
の
交
流
会
で
食

べ

た
り
、
飲
ん
だ
り
、
バ
ン
ド
を



平
成
十
年
度
敬
老
会

い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生
き
し
て
ね

長
寿
を
祝
う
敬
老
会
が
、
九

月
十
日
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
六
十

五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
関
係

者
三
百
八
十
人

が
出
席
し

ま
し

た
。物

故
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ

た
後
、
古
川
正
隆
村
長
が
あ
い

さ
つ
し

、
続
い
て
、
百
歳
以
上

の
坂
本
米
作

さ
ん
（
長
科
）
、

久
慈

タ
キ
さ
ん
（
広
瀬
）
、
九

十

歳
を
迎
え
た
倉
谷
松
恵
（
阿

弥
陀
川
）
、
小
鹿
さ

か
ゑ
（
長

科
）
、
久
慈
フ
ミ
（
瀬
辺
地
）
、

坂
本
定
浪

（
中

沢
）
、
青
木

キ

ソ

（
阿
弥

陀
川
）
、
北
山

喜
代

松

（

蓬
田

）
、

吉

崎

勝

三

郎

（
蓬
田
）
に
県
知
事
顕
彰
を
伝

達
。
村
長
か
ら
九
十
歳
以
上
の

長
寿
者
二
十
二
人
に
顕
彰
状
と

お
祝
い
の
花
束
を
贈
呈
、
八
十

八
歳
に
な
ら
れ
た
七
人
、
結
婚

六
十
周
年
を
迎
え

た
一
組
、
結

婚
五
十
周
年
の
二
十
二
組
の
夫

婦
を
そ
れ
ぞ
れ
顕
彰
、
ま
た
、

七
十
七
歳
を
迎
え
た
二
十
五
人

に
安
全
つ
え

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
坂
本
豊
光
村
社
会

福
祉
協
議
会
副
会
長
の
音
頭
で

万
歳
三
唱
を
し

、
式
典

を
閉
じ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
対
抗
の
芸
能
大
会

が
開
か
れ
、

カ
ラ
オ
ヶ
や
踊
り
で
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

“元気な百歳・久慈タキさん”

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
！

村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
石
田
孝
信

会

長
）
、
青
少
年
育
成
蓬
田
村

民
会
議
（
小
鹿
重
一
会
長
）
は
、

心
豊
か
な
人
づ
く
り
村
づ
く
り

の
啓
蒙
運
動
の
一
環
と
し
て
、

交
通
安
全
・
危
険
防
止

・
非
行

の
な
い
村
・
い
じ
め
の
な
い
村

・
健
や
か
な
家
庭
を
テ
ー
マ
と

し

た
標
語
を
募
集
し

「
第
一
回

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

た
く
さ
ん
応
募
が
あ
っ
た
中

の
最
優
秀
作
品
、
優
秀
作
品
等

は
、
立
て
看
板
や
ス
テ
ッ
カ
ー

印
刷
さ
れ
、
村
内
各
所
に
掲
示

し
て
い
ま
す
。

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で

す
。

最

優

秀

作

品

●

い
ま
始
め
よ

う
　

家
族

と
会
話
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
　
坂
本
　
貴
観
（
中
３
）

優

秀

作

品

●
家

族
は
　

か
け

が
え
の

な
い
　

宝
物
　
　
　
　
　
　
　

森
　

み
ど
り

（
中

３
）

●

お
母
さ
ん
　

い

つ
も
か

た
づ
け
　

あ
り

が
と
う
　
　
　

中

村
　

彩
子

（
小
３
）

佳
　
　

作

●
心

か
ら
　

話
せ

る
友
は
　

宝

物
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工

藤
　

毅
土

（
中
１
）

●

痛
い
の
は
　

ケ

ガ
の
傷
よ
り
　

心
の
傷
　
　
　
　
　
　

三
上
　

裕
子

（
中
３
）

●

薬
で

も
　

い
じ

め
の
傷
は
　

治
せ

な
い
　
　
　
　
　
　

藤

本
　

奈
七

（
中
３
）

●
こ

ら
や
め

ろ
　
万
引

き
は
い
け

な
い
　

そ
こ

の
き
み
　

青
木
　

比
呂

（
小
６
）

●

あ
せ

る
な
　

い

そ
ぐ

気
持
ち

が
　

事
故
ま
ね

く
　
　
　

清

水
　
　

翼

（
小
４
）

敬老会／標語コンクール 6



一

旧
友
と
　
我
も
老

い
た
と
　

手
を
に
ぎ
る
　
　
　
　

治
　

郎

一

旧
友
も
　
会
わ
な

い
う
ち
に
　
老

い
の
顔
　
　
　
　

千
恵
７

●
曲
が
っ
た
ひ
そ
　
く
く
っ
た
廈
も
　

お
互
い
に
　
　

啓
　
７

・

旧
友
に
　

肩
だ
た
か
れ
て
　

飮
む
話
　
　
　
　
　
　

勝
　
７

●
友
が
去
り
　

我
が
身
悲
し
い
　
五
十
坂
　
　
　

森
　

勝

●
旧
友
も
　
金
の
時
だ
け
　
顔
を
出
す
　
　
　
　

勝
　

美

●
な
っ
か
し
い
　
は
な
し
と
話
　
時
忘
れ
　
　
　

飄
　

一

●
腰
曲
が
り
　

白
髪
頭
の
　

ク
ラ
ス
会
　
　
　
　

年
　

栄

無
事
、
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、

関
係
者
、
調
査
対
象
者
の
皆
さ

ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

十
一
月
一
日
は
、
漁
業
セ
ン

サ
ス
の
調
査
日
で
す
の
で
、
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

カメラ ア　 イ

ロードミラー清掃！

９月19日と20日の２日間、大倉山好会（津島

永孚会長）・蟹田営林署合同で、登山道の整備

を行いました。

なた鎌や草刈機を手に、蓬田口の無線中継所

から袴腰岳、赤倉岳への登山道、下二又沢から

赤倉岳への登山道と赤倉岳から大倉岳への登山

道を２班に分かれた会員13人は、刈り払いとゴ

ミ拾いに汗を流し、作業に当たりました。

毎年村内外から多くの登山者が訪れている蓬

田三山（大倉岳、赤倉岳、袴腰岳）は、これか

ら本格的な山菜シーズンを迎えます。

入山される方は、次のことに注意しましょう。

①家族などにコースや帰宅予定時間を知らせる。

②自分の体力にあわせ無理をしない。

③晴れている日でも天候の急変に備え、着替え

や雨具を持つ。

④非常用の食糧を持つ。

⑤ライター、マッチをビニールなどに包んで持

つ。

⑥自分のゴミは自分で持ち帰る。

９月20日、村交通安全協会（坂本登会長）

会員11人は、秋の全国交通安全運動の一環と

して村内に設置してあるロードミラーの清掃、

点検を行いました。

小雨が降る中での作業でしたが、最上蓬田

駐在所長の協力もあり、無事作業を終えまし

た。

普段何気なく見ているロードミラーも近く

で見るとひどく汚れていたり、ミラーの位置

がずれていたりと、とても不便な場所があり

ましたが、今回の作業ですっかりきれいに元

通りになりました。

後ろの滝は大倉大滝です

登山道整備



平成10年度
蓬田村地域参加型機能訓練教室

｢ひ ま わり 会｣ からのお知らせ

●敬老会で のひとこま

私たちと一緒に

機能訓練教室に

参加してみませんか？

保健 コ ー ナ ー 8

現
在
、
教
室
は
週
一
回
、
水

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
一

時
五
十
分
ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
女
性
の
み
十
名

で
、
男
性
の
参
加
が
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「
お
問
い
合
わ
せ
先
」

蓬
田
村
役
場

福
祉
課
　
保
健
係

ま
し
た
。
後
に
メ
ン
バ
ー
に
感

想

を
聞
い
て
み

る
と
、
「
や
っ

て
よ
か
っ
た
」
、
「
何
回
も
練
習

し
た
お
か
げ
て
満
足
の
で
き
る

演
奏
が
で
き
た
」
と
の
言
葉
が

聞
か
れ
、
み
ん
な
の
前
で
演
奏

し

た
こ
と
で
、
自
信
が
つ
い
た

よ
う
で
す

。

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
活
動

を
通
し
て

、
一
人
暮
ら
し
・
二

人
暮
し
老
人
の
仲
間
づ
く
り
と

生
き

が
い
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

生
活
訓
練
や
創
作
活
動
、
話
し

合
い
を
通
し
て
、
い
つ
ま
で
も

自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

な
力
を
身
に
つ
け
、
最
終
的
に

は
一
人
で
も
多
く
の
健
康
で
元

気
な
老
人
を
育
て
て
い
き
た
い

と
こ
の
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
年
度
の
地
域
参
加
型

機
能
訓
練
教
室
の
特
徴
と
し
て

は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ホ
テ
ル
で

の
食
事
、
浅
虫
キ
デ
ィ
ラ
ン
ド

や
市
浦
村
へ
の
野
外
研
修
、
県

民
福
祉
プ
ラ
ザ
等
の
福
祉
の
拠

点
の
見
学
等
の
社
会
生
活
を
身

に
つ
け
る
テ
ー
マ

が
増
え
た
こ

と
と
保
育
所
の
運
動
会

や
お
ゆ

う
ぎ
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
の

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
世
代

間
交
流
を
深
め
る
時
間
が
増
え

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て

、
創
作
活
動
と
し
て

行
っ
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ー

ベ
ル

や
絵
手
紙
、
ニ
ュ
ー
ス
づ

く
り
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し

生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
特
に
ミ
ュ
ー

ジ
ッ

ク

ー
ベ
ル

は
「
敬
老
会
で
発
表

す

る
！
」

こ
と
を
目
標
に
カ
ワ

イ
音
楽
教
室
の
先
生
を
迎
え
、

幾
度
も
練
習
を
重
ね
、
発
表
に

望
み
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
っ

て
か
本
番
で
は
観
客
か
ら
大
き

な
拍
手
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

蓬
田
村
で
は
、
平
成
八
年
度

か
ら
地
域
参
加
型
機
能
訓
練
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
の
目
的
は
、
ど
う

し
て
も
自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
一
人
暮
ら
し
老
人
や
老
人

の
み
の
二
人
暮
し
世
帯
の
人
々

の
「
集
い
の
場
」
で
す
。

ひ
と
り
で
は
あ
ま
り
外
出
し

た
り
、
何
か
の
活
動
に
参
加
す

る
機
会
が
な
か
っ
た
人
た
ち
で

も
、
こ
の
教
室
に
参
加
し
て
、

お
互
い
に
元
気
づ
け
。
励
ま
し

あ
う
こ
と
で
、
仲
間
と
の
ふ
れ

あ
い
や
楽
し
み
な
が
ら
生
活
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
日
常



龍飛埼灯台を一般公開します

青森海上保安部では、11月１日の「灯台記念日」にあたり、

朧飛埼灯台の一般公開を行います。

●公開日時　平成10年11月１日　10:00～15:00

●展示品等　①灯台、霧信号所の現用機器類

②灯台のパネル写真（津軽海峡付近の灯台）

③灯台の各種電球

④全国各地の船舶気象通報実施個所の紹介

⑤全国の見学ができる灯台の紹介

⑥津軽海峡地区船舶気象通報テレホンサービスの

放送内容の紹介

⑦灯台・海に関するクイズ

⑧記念撮影用等身大パネルなど

●参観料　無料

●灯台記念日の由来

明治初年､急速に日本文明が発達した端緒は､西洋の技術を

取り入れた灯台の建設でありました。灯台記念日は昭和24年

に①日本最初の洋式灯台である観音埼灯台の着工日が明治元

年11月１日であったこと②先人の偉業をしのぶこと③航路標

識事業の周知を図ることに因んで11月１日が制定されていま

す。

【お問い合わせ先】

青森海上保安部　灯台課 冒0177-34-2422

龍飛埼灯台　　　　　　S0174-38-2050

教育ローン制度について

専修学校、各種学校、大学、短大などへ入学・在学される方

の保護者またはご本人で、前年の年収が、1, 210万円（事業所

得者の場合は990万円）以内の方が、ご利用いただけます。

●ご 融 資 額　学生・生徒お一人につき200万以内

●ご返済期間　８年以内（交通遺児家庭または母子家庭の方は

９年以内）

●据 置 期 間　在学期間以内（ご返済期間に含まれます）

●お使いみち　１．入学時に必要な費用

入学金等の学校納付金、受験費用、その他

入学に際し必要な費用

２．在学中に必要な費用

授業料等の学校納付金、下宿代等住居にか

がる費用、通学に要する交通費及び学生の

国民年金保険料

●利　　　率　年2.  5 ( 固定）

●ご返済方法　元利均等毎月払い（ボーナス併用返済、ステッ

プ返済も可能です）

●保　　　証　（財）教育資金融資保証基金または保証人１名

以上

【お問い合わせ先】

国民金融公庫　青森支店 図0177-23-2331

お知らせ 報

情 局

海上保安庁職員を募集

海上保安庁では船艇職員、航空

機職員、無線従事者を募集してい

ます。それぞれ受験資格等があり

ますので、願書受け付け期間内に

青森海上保安部へお問い合わせく

ださい。

●受付期限　平成10年11 月５日

まで

【お問い合わせ先】

青森海上保安部　管理課

m  0177-34-2423

｢年金相談会｣の開催について

専門家である社会保険労務士が、

国民年金、厚生年金などの相談に

応じます。

また、老後の生活を豊かにする

ため、国民年金に上積みした年金

を受け取ることができる 「国民年

金基金」についても相談、申込み

を受けます。

●開催日　平成10年11月16日（月）

9:30～15:00

●場　所　蓬田村中央公民館

【お問い合わせ先】

蓬田村役場　住民課

霆 （内線295)

お知らせ情報局7

＼ 国: 民 健 康 保 険 税 ４ 期 と

住 民 税 ３ 期 の 納 期 限 は ＋
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…
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が: き をI
こ!

月
犬2j

日 よ り 発 売 くし:ま す 。

二(無 地50 円 √ 絵 入 り55 円 の:3. 種

類) ……… …j………ﾚ　ｊ　＼ ＼ ＼ ＼ﾛﾚ:j j 万jj

◇ た だ い ま 予 約 受 け 付 けﾉ 中 ＼匚 ＼

ご=I【お: 問 い 合 わ せ 先 】＼ ｹﾞﾄ≒ ｹヶ゙……∧＼/j万 万:

=☆陸 奥 蓬 由 郵 便 局 冒 螳 一 加 斑 ＼

郵便局からのお知らせ



農
業
用
免
税
軽
油
の
交
付
申
請
受
け
付
け
し
ま
す

青
森
県
税
事
務
所
で
は
、
平

成
十
一
年
に
使
用
す
る
農
業
用

免
税
軽
油
に
つ
い
て
の
申
請
を

受
け
付
け
し
ま
す

。

受
け
付
け
は
、
平
成
十
年
十

一
月
二
十
五
日
及
び
同
月
二
十

六
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
に

、
青
森
市
長
島
二
丁

目
十
九
番
一
号
東
京
海
上
ビ
ル

五
階
の
青
森
県
税
事
務
所
で
行

い
ま
す
。

な
お
、
申
請
手
続
き
が
受
付

期
間
よ
り
遅
れ
ま
す
と
、
免
税

証
の
交
付
も
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
受
付
期
間
は
必

ず
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

新
規
…
新
た
に
申
請
す
る
太
及

び
使
用
機
械
に
変
更
の
あ
っ
た

太継
続
・：
免
税
軽
油
使
用
者
証
の

有
効
期
限

が
平
成
十

一
年
十
二

月
三
十
一
日
以
降
の
太

更
新
・：
免
税
軽
油
使
用
者
証
の

有
効
期
限

が
平
成
十

一
年
十
二

月
三
十
日
以
前
の
人

糸
そ
れ
ぞ
れ
提
出
書
類

が
違
い

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

県
税
事
務
所
　

間
税
課

霞
0
1
7
7

－
2
2－

１
↑
上
１
１

（
内
線
　
5
4
0
6

）

蓬
田
村
農
業
協
同
組
合
給
油
所

扈
2
7－
2
1
0
5

申 請 に 必 要 な も の

提
　
　

出
　
　

書
　
　

類

●

印

の
も

の

が
必

要
で

す

事
　

゜

税

す

県

ま

ま

り

―

あ

又

に

協

所

農

務
すまし備準てつもえまが人るす請申

① ② ② ④ ⑤ ⑥ ⑦ ② ⑨ ⑩ ⑥ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

免

税
証

交
付

申
請

書

免

税
軽

油
所

要
数

量
計

算
書

県
税
証
明
書
等
原
簿
（
県
証
紙
四
百
円
貼
付
）

免
税
軽
油
使
用
者
証
交
付
申
請
書

免
税
軽
油
使
用
者
証
共
同
交
付
申
請
書

网
百
三
十
円
切
手
（
返
信
用
封
筒
に
貼
付
）

印

鑑

耕
作
証
明
書
（
農
業
委
員
会
発
言

使

用
機

械
譲

渡
証

明
書

免
税
軽
油
使
用
者
証
（
前
年
以
前
心
も
四
）

組
合
員
名
簿
（
全
員
の
押
印
が
必
要
）

総

会
の

議
事

録
謄

本

組
合
定

款
・

規
約

軽

油
使

用
計

画
書

前

年
の

軽
油

使
用

明
細

書

軽

油
納

品
書

申
　
　

請
　
　

区
　
　

分

個
　

人

規新 ● ● ● ● ● ● ● ●

続継 ● ・ ● ● ● ●

新更 ● ● ● ● ● ＠ ● ●

共

同
申

請

規新 ● ● ● ● ● ● ● ●

続継 ● ● ● ● ● ●

新更 ● ● ● ● ● ● ● ●

防
除
組
合
等

規新 ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ●

続継 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

新更 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

納
税
貯
蓄
組
合
に
は

ど
ん
な
特
典
が
あ
る
か

一
、
事
務
費
の
交
付

世
帯
数
に
応
じ
て
事
務
費
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

二
、
完
納
奨
励
金
の
交
付

組
合
員
が
最
終
納
期
ま
で
に

納
付
し
た
場
合
、
奨
励
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
（
完
納
税
額
の

二
％
）

平成９年度分納税貯蓄組合完納奨励金一覧表

三
、
優
良
組
合
に
対
す
る
表
彰

成
績
の
優
秀
な
組
合
及
び
納

税
組
合
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
た

方
を
表
彰
し
ま
す
。

※
平
成
九
年
度
分
で
は
、
村
内

六
十
七
組
合
に
三
五
九
万
三
五

七
〇
円
の
完
納
奨
励
金
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

自治会名

組

合

数

世

帯

数

固定資産税

県 村 民税

軽自動車税

完納税額合計

左に対す
る奨励金
(２％)

眼髓雖税
舗賎顫

左に対す
る奨励金
(２％)

合計完納
税　 額

合計奨励金

(２ ％)

中　　沢 ８ 94 9,賍900 196j78囗､O則00 280,06223,m000 員川

長　　科 ８101 13､592,50027囗50 凵,蟆,600 川752 28,580､100571,602

阿弥陀川 10 121 13,鰕200 久則 12,瞰-100 257,728馴6000 537,392

蓬　　田 11 112 1り62,600 ℡252 H,撒200 m38-| 鈍03冂00 川 讎

郷　　沢 ６ 80 10､417j00 208､3501凵80,500 綴川 皿高,000 翫辯

瀬 辺 地 11 110 1川呪800 22凵56 し擺300 228,6-1622､900,100撰002

広　　瀬 ９ 97 8,16U00 皿瑁 10,958,000219,1601凵2口00 382,478

高　　根 ４ こ13 捐7凵00 85,捐 3,阻600 6卜132 7､5獄000 150,860

計 67 758 糺瑚,800 1,685,796貶歇700 1､907,77」 179,678,5003,593,570

お知らせ情報后 1
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●
佳
作
　
な
が
れ
ぼ
し
ゆ
め
を
か
な
え
て
く
だ
さ
い
な
　
　

４

年
　

相
内

香
奈
江

ほ
し
く
ん
が
川
を
見
な
が
ら
言
っ
た
と
さ
　
　
　

３

年
　

工
藤
　
　

敦

ほ
し
く
ず
が
地
面
に
お
ち
た
よ
き
れ
い
だ
な
　
　

３

年
　

川

崎
　

翔
太

よ
ぞ
ら
に
は
い
ろ
ん
な
せ
い
ざ
か
く
れ
て
る
　
　

１

年
　

福
井
　
　

徹

な
が
れ
星
そ
れ
に
ね
が
い
を
か
な
え
よ
う
　
　
　

５

年
　

坂

本
絵
美
子

た
な
ば
た
で
は
し
に
ね
が
い
を
み
ら
い
に
ね
　
　

３

年
　

高
田
　

圭
介

ほ
し
ぞ
ら
に
う
か
ぶ
せ
い
ざ
は
い
っ
ぱ
い
だ
　
　

３

年
　

久
米
田

吉
弘

ほ
し
ひ
と
つ
そ
れ
は
み
ん
な
の
か
が
や
き
さ
　
　

４

年
　

今
　
　

美
幸

ラ
イ
ト
だ
よ
き
ぼ
う
の
町
の
星
空
は
　
　
　
　
　

４

年
　

南
　
　

将
俊

流
れ
星
い
っ
し
ゅ
ん
だ
け
み
ら
れ
る
よ
　
　
　
　

３

年
　

大
川
　

千
景

き
せ
つ
に
は
い
ろ
ん
な
星

が
あ
る
ん
だ
よ
　
　
　

４

年
　

高
木
　

美
佳

ま
ん
げ
つ
と
は
し
が
い
っ
し
よ
に
わ
ら
っ
て
る
　

２

年
　

吉

崎
　

彩
奈

ど
う
し
て
も
星
の
ひ
み
つ
を
し
り
た
い
な
　
　
　

３

年
　

八

戸
有
佳
李

ひ
る
ま
に
は
ほ
し
た
ち
そ
ら
で
ね
む
っ
て
る
　
　

４

年
　

大

宮
　

由
子

め
を
つ
ぶ
る
星
が
き
ら
き
ら
お
ど
っ
て
る
　
　
　

３
年
　

福
田
　

恭
平

●
五
客
　
あ
ま
の
が
わ
ほ
し
の
ぎ
ょ
う
れ
つ
ど
こ
い
く
の
　

３
年
　

古
川
　

直
美

ほ
し
ひ
と
つ
ふ
た
つ
み
っ
つ
と
ふ
え
て
ゆ
く
　
　

４

年
　

森
　

千
佳
子

ほ
し
ぞ
ら
の
せ
か
い
に
い
ち
ど
い
っ
て
み
た
い
　

４
年
　

浅
利
　

宣（
美

ほ
し
の
う
た
み
ん
な
た
の
し
む
メ
ロ
デ
ィ
だ
　
　
２
年
　
大
宮
由
紀
子

ま
ん
げ
つ
を
か
み
さ
ま
た
べ
て
み
か
づ
き
だ
　
　

２
年
　

細
谷
　

健
人

☆
人
位
　
光
る
星
広
い
夜
空
の
物
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　

津
島
友
里
恵

☆
地
位
　

あ
の
星
で
手
づ
く
り
ペ
ン
ダ
ン
ト
つ
く
り
た
い
　

４
年
　

坂
本
友
紀
乃

☆
天
位
　
け
し
ゴ
ム
と
え
ん
ぴ
つ
は
夜
の
星
を
見
た
　
　
　

５
年
　

越
田
　

史
也

ペ
ン
シ
ル

児
童
川
柳

第
10
回

題
　
「
星
」

天
位
　
５
年

越
田
史
也
く
ん

テレホンガイド

役　　　場　27-2 川

教育委員会　31 -3200
F  AX　31  -3201

中央公民館　27-2076

ト レ セ ン　27-3010

野　球　場　27-3090

よもぎ温泉　27-2170

保　育　所　　　27-2180

幼　稚　園　　　27-2042

小　学　校　　　27-2069

中　学　校　　　27-2038

社会福祉協議会27-2828

11月行事予定表
開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　所 時間 担　当

11/ 2 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30 中 央 公 民 館

X/
μ 成分献血 役　　　　場　　　　前 10 : 00 福　　祉　　課

３ 火 第18回村民祭 ト　　レ　　セ　　ン 9 :00 総　　務　　課

４ 水 陶芸教室 中　央　 公　民　 館 9 :00 中 央 公 民 館

９ 月 書道教室
μ 13 : 30 μ

X/ // ３種混合ワクチン（３回目） 蓬　田　 診　療　所 13 : 00 福　　祉　　課

11 水 陶芸教室 中　央　 公　民　 館 9 :00 中 央 公 民 館

12 木 むし歯予防教室 // 9 :00 福　　祉　　課

15 日 パッチワーク教室 // 10 : 00 中 央 公 民 館

16 月 書道教室 // 13 : 30 ﾉﾉ

18 水 陶芸教室 // 9 :00 //

25 μ 陶芸教室 ﾉ/ 9 :00 /7

26 木 １歳６ヵ月・３歳児健診 // 13 : 00 福　　祉　　課

30 月 書道教室 // 13 : 30 中 央 公 民 館

// μ 母親教室 // 9 :00 福　　祉　　課

児 童 川 柳 ／ 行 事 予 定 表1

1

１１　NOVEMVER

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

さ
ざ
き
蓬
石
さ
ん

今
回
は
、
二
百
三
十
九
個
の
星

が
あ
り
ま
し
た
が
、
「
夜

の
星
は
き
れ
い
だ
」
と
い
う
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
五

七
五
と
い
う
の
は
、
本
当
に
短
い
の
で
す
。
そ
の
中
で
自
分
の

星
を
書
く
た
め
に
は

、
い
ろ
ん
な
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
星
を
見
て
、
自
分
が

何
を
し
て
い
る
か
、
何
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
で
す
。
川
柳
は
、
自
分
な
の
で
す

。

そ
れ
か
ら
、
字
は
は
っ
き
り
と
書
き
ま
し
ょ
う
。名
前
を
読
め
な
か
っ
た
の
が
あ
り
ま
し
た
。

人
位
　

星
に
も
、
喜
ん
で
い

る
星
、
悲
し
い
星
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
友
里
恵

さ
ん
の
星
の
物
語
は

、
さ
て
、
ど
ん
な
お
話
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

地
位
　

手
づ
く
り
の
星
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
は
、
ど
ん
な
光
を
持
つ
の
で
し
ょ
う
。
自
分
で
作
り

た
い
と
い
う
「
動
き
」

と
、
「
手
づ
く
り
の
」
と
い
う
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。

天
位
　

夏
休
み
の
宿
題
で
し
ょ
う
か
。
夜
も
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
る
様
子

が
見
え

ま
し
た
。

消
し
ゴ
ム
と
鉛
筆
が
星
を
見
た
な
ん
て

、
大
人
顔
負
け
で
す

。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。



戸 籍 の

窓　　囗

人 口 と世 帯数

（９月30 日 現在 ）

総 人 口　3,  724人

男　　1,  762人

女　　1,962 人

世 帯 数　1,  092世 帯

お誕生おめでとうございます

稲葉　　疑矢嚶 半 々

津嶋　　斌( レ 叉皿

ご結婚おめでどうございます

（ 越田　範人　 （瀬辺地）

山本まゆみ　 （大間町）

（森　　 朝治　 （阿弥陀川）

赤田　真紀　 （青森市）

（ 藤本　則義　 （長　科）

寺谷　正子　 （市浦村）

（ 吉田　　浩　 （中　沢）

小枝　直美　 （青森市）

おくやみ申し上げます

遠田八重子　 （瀬辺地　65歳）

吉田　勇八　（中　沢　78歳）

藤田　ミセ　 （長　科　79歳）

広
報
よ
も
ぎ
た
九
月
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

六
ペ
ー
ジ
蓬
少
卓
球
部
大
健

闘
！・
の
写
真
下

⑩
「
前
列
、
右
か
ら
二
人
目
が

優
勝
し
た
相
内
香
奈
江
さ
ん
」

①
「
前
列
、
一
番
右
が
優
勝
し

た
相
内
香
奈
江
さ
ん
」

編
集
後
記

み ～ つ け た ／戸 籍 の 窓 口 1

2

蓬田村農協前で新しいポストを見つけました。

このポストは、青木久馬さん宅前にあったものを

農協前に移転させたものです。

これからは農協の窓口で切手やハガキ、印紙など

が購入できることになりました。なお、年賀はがき

の予約受け付けもしています。

み
～
つ
け
た

12

2

コ

ー

チ

越

田

茂

弘

″
　
　

中

川
　
　

悟

◆
選
手
名
簿

●
中
学
生
男
子

藤
田
　

裕
己

（
1
3）
中
　
　

沢

川
内
　

智
浩
（
1
3）
阿
弥
陀
川

稲
葉
　
　

翼
（
1
4）
長
　
　

科

●
一
般
・
高
校
男
子

小
鹿
　

功
二
　（
1
6）
長
　
　

科

小
野
　

真
一
　（
1
6）
郷
　
　

沢

藤
本
　
　

淳
（
2
3）
長
　
　

科

田
中
　

邦
章
（
2
8）
瀬

辺

地

福
士
　
　

晃
（
3
8）

郷
　
　

沢

広
田
　
　

満
（
3
9）
長
　
　

科

●
四
十
歳
以
上
男
子

越
田
　

茂
弘
（
4
1）

瀬

辺

地

森
　
　

淳
一
　（
4
3）

阿
弥
陀
川

●
女
子

八
戸
　

敬
子

（
1
2）
阿
弥
陀
川

中
川
　

由
香

（
1
4）
郷
　
　

沢

中
川
　

良
恵
（
1
6）
郷
　
　

沢

小
野
由
紀
子

（
1
9）
郷
　
　

沢

九
月
十
五
日
、
青
森
市
で
第

六
回
県
民
駅
伝
競
走
大
会

が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

「
健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和

と
心
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

村
実
行
委
員
会
（
福
士
鐵
造
委

員
長
）

は
、
選
手
、
ス
タ
ッ
フ

三
十
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
十
区
間
、

四
十
二
・
一
九
五
气
の
コ
ー
ス

を
力
走
し

、
二
時
間
四
十
分
二

十
四
秒
の
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。

昨
年
よ
り
も
健
闘
し

、
結
果

は
村
の
部
十
七
位
（
昨
年
二
十

二
位
）
で
し

た
。

選
手

、
ス
タ
ッ
フ
、
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

実
行
委
員
長
　

福

士
　

鐵

造

監
　
　

督
　

工

藤

義

正

第
六
回
県
民
駅
伝
競
走
大
会
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